
  

 

講演 

「郡部における認知症サポート医の現状」 
講師 大山 博司 先生 

大 山 博 司（おおやまひろし） 

1963年 6月 26日 長崎県長崎市生 

大山脳神経外科クリニック院長 

認知症サポート医 

平成元年 鹿児島大学医学部を卒業 

し医師免許取得。 

その後は、臨床修練、ならびに 

脳腫瘍化学療法基礎研究に従事し、平成 5年医学博士 

号取得。各大学関連病院で臨床修練後、平成 7 年脳神経

外科専門医認定。 

鹿児島県立大島病院で脳神経外科部長就任後、若草病院

にて 2年間の精神科研修を受け、平成 15年大山脳神経外

科クリニックを開設、平成 23年に認知症サポート医を取

得。 

 大山脳神経外科クリニックにて認知症の治療の最前線

で活躍中、認知症の方とその家族を支えるために、又、

地域医療の発展のために貢献している。 

今回は大山脳神経外科クリニック院長の大山博司先生を

お招きして病院のこれまでの歴史や先生がなぜ地域の診療所

を始めたのか…。大山先生からみえる、認知症の方が地域の

中で暮らしていくために、病院や地域での取り組みや繋がり、

何が一番課題なのかなど、先生が日頃から連携している関係

機関との取り組みや日常診療での事例などを、講演やディス

カッションを通して、専門士としてどのように活かし、果たして

いくのかを考えていきます。 


